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の放流事業によって履行され，2017 年には約 826ｔ，1 億 1,800 万尾（7 g /尾）が全国各地









































































献を明らかにした。2017 年 5～9 月に友釣りで採捕したアユについて，側線上方横列鱗数お
よび耳石Sr:Ca比による由来判別を行ったところ，人工アユが 8～83%，陸封アユが 17～92%




析で，2016 年の産卵親魚群と 2017 年の遡上群に含まれた陸封アユ集団は，琵琶湖系統と海
産系統の交雑集団であることが明らかになった。尤度分析では，遡上群は琵琶湖系統と中間
系統に起源を持つ個体がほとんどであったことから，陸封アユの繁殖貢献が主体であったと
考えられた。しかし，2017 年遡上群では異集団の混在が遺伝分析で検出され，11～12 月の
産卵に由来する遡上魚は海産系統に起源を持つ個体が 10 月より多くなった。これは，人工
アユが繁殖に参加することで翌年の陸封アユの資源に貢献した可能性を示しており，放流後
の人工アユが次世代資源に寄与したという傍証を得た。放流した人工アユは早期の漁獲資源
や天然アユの漁獲圧軽減にも貢献しており，アユ資源の維持または増大には欠かせないこと
が示された。河川の上流域では，天然アユが遡河していない時期に人工アユを放流すること
で，漁場を有効活用できる可能性も示唆された。資源寄与の高い放流事業にするためには，
次世代資源の根幹となるアユの再生産を促すような放流に努めることと，河川上流域など，
アユにとって好適な余剰環境を有効活用することが望ましい。 
